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【背景・目的・実施内容・結果】
福島第一原子力発電所事故以降、今よりも、“高度な”、“迅速な”、“効率的な”、“遠隔での” 測定技術が、自
然環境及び廃炉環境で求められてきました。

原子力機構は様々なニーズに応えるため、「α・β弁別検出器」「全方位検知型検出器」「耐水性γ線検出
器」「トリチウムモニター」「自己位置推定型検出器」等の各種検出器を開発しました。併せて、「無人航空
機情報共有システム」などの、測定結果のより詳細かつ迅速な共有を可能とする技術を開発しました。

開発した技術の一部は既に原子力防災や1Fの廃炉作業現場に実装されており、今後も、各現場のニーズを踏
まえた新しい放射線測定技術や評価技術の開発を進めていきます。
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これまで測定に時間を要してい
た分析や解析の処理工程などを
自動化し、緊急時に素早くデー
タを提供できるようなシステム
開発等を行っています。

無人機は各種ロボットに放射線
測定機器などの各種センサーを
搭載し、遠隔操作で測定等を行
えるように、システム構築等を
行っています。

現場での作業の効率化を図るた
めに、各種装置の改良や、放射
線測定機器の取得情報をリアル
タイムにWeb上で確認できるシ
ステム等の開発を行っています。

種類の異なる放射線を同時に測
定できる装置の開発や、放射能
分布をもっと分かりやすくイ
メージングできるシステムの開
発等を進めています。

無人航空機情報共有システム

Webブラウザ上の
無人機データ確認画面

無人航空機 Penguin C
（Edge Autonomy）

測定情報をWeb上でリアルタイムに監視可能に

自己位置推定型検出器

森林内を四足歩行ロボットと
自己位置推定型検出器で

サーベイした結果
四足歩行ロボット Spot
（Boston Dynamics）

GPSが取得できない森林内でも遠隔測定が可能に

耐水性検出器
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現場でため池水底の放射能分布を評価可能に
α・β弁別型ダストサンプラー

測定装置本体

α線とβ線を弁別したグラフ
新型検出器における検出特性の

違いを利用して弁別

異なる放射線源の同時測定が可能に

全方位検知型検出器

新型放射線検出器FRIE（フリー）
フラクタル形状を模擬した測定装置

FRIEによる測定で得らえた
3D放射能分布結果例

新型検出器により放射線源の3次元分布の取得が可能に

検出部
（ペレット）

トリチウムモニター

分析装置本体
ペレットにより測定

30分計測で検出限界730 Bq/L
(10分測定で検出下限値1500Bq/L以下)

トリチウムの濃度を迅速に監視可能に
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